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私達の会は来年三月で三才にな ります。この間、会その ものは筒ちませんで したが、発起

人 自身が育 った時期だ ったように思います。会の基礎固めには、活動の資金源 となる基金準

備や協力者が必要ですが、 それ以前に会の 「コンセンサス Jを 樹立する過程が非常に大事だ

と思います。それには核 となる人間が知識や経験の検証を重ね、社会の中で立場や意見の異

な る人 々と検討協議 し、 自分 自身の J さヽな経験を考え抜 <作 業 を繰 り返 し、周囲に伝えてい

く事が必要です。

動物関係の市民 グル ープは、野良猫の不妊や治療 を した り、お った猫の買い手を探 し、捌

け損ねた郷 を終生飼まする人達が立上げる事が多いのですが、私達の会も御多分に漏れませ

ん。国内 どこで も、道棄動物を気にかける人達はりな <な いのですが、現況下では全体状況

を変 える力があ りません。最初は価 しい題昧です。社会を視座に入れず、個人的な動物愛護

の視点 しか も っていなか った と思います。

ある程度経験 を積む と、道棄動物が生まれる社会的背景、道棄動物が置かれている状況、

自称動物好 きの言葉 と現実の ギ ヤツプ、私達 自身を含め遣棄動物をケアする人達が起 こす ト

ラブル、 「保護活動 」を標構する人達の嘘や無知、社会性の欠如や末熟 さが認識 されてきま

す。又、個人飼主の飼育実態や動物病院の実態、獣医さんの意識 レベル等、身近な所で 「人

と動物 の関係 J「 動物達をとりまく現状 Jが 少 しづつ見えてきます。野良猫が気にかかるミ

捨て られた仔猫が可哀想だけでは片何かない問題が横たわ っています。

漠然 と 「社会 的な取組みが魅要だ。 Jと 強 <感 じていたものの、何を どう者えた らよいの

か、私達 には最初よ <分 か りませんで した。丁度、動物愛護法の改正に伴い県条例が検討さ

れていた時期で、法整備、 これだ !と 思い、取 り政えず県条例作成に県民 と して提言を寄せ

る事か ら始めま した。

私達はそれまで動物に関する法律に目を通 した事もな く、国内外の動物に関わる運動につ

いて も無 関心で した。身近な捨て郷を気にかけてきた r郷 おば さん Jと しての経験の畜積か

ら法律を読む と、条文か ら現場の様々な問題が見えて <る ので、法律も面白いものですが、

経験 とい う程の経験のない人が、法令集をか ら入 ろうと してもとっつ きに <く 感 じるのが曽

通だ と思います。 しか し、法律の素人でも身近な動物問題に取 り組んで、 自分の経験 に正直

に書 えて い くと法整備が如何に重要課題であるか実感 されてきます。

何の準備 もな く駆け出 した時、私達の同 りにいる人達は私達同様に無知で した し、個人的

な動物愛護の世界に軸着 している段階の人が多く、相談相手が見当た りません。インタ ーネッ

トで県外の動物 関連の団体の情報を検索するだけでな く、私達は直接電話でお話を伺 う事で

人の輔の中に入 っていきま した。これにはお金がかか りますが必要な事です。直の会話は相

手のある事ですか ら、文章 と違い一方的には運び ません。会話のや りとりでは、ホ ームペ ー

ジや会報では得 られない肝 !ふな情報が得 られます。都合の悪い事には触れないですまそうと

する相手か どうか、看板 と実態が相違 しないか どうか、 こち らの質問に率直に答 えているか、

お麗事で誤魔化 そうと していないか。私達には保護活動の経験があ り、情報の真贋のふるい

分けにこれが大変役立ちま した。

現在、私達の会は、山□先生の所属する 「ω日本動物福祉協会 Jに しば しば相談 し、助言

や情報を得ています。他にも 「動物 との共生を考える連絡会 Jの 署名活動に協力 し、 「ペ ッ

ト法学会 J「 人 と動物の関係学会 」に関心を寄せています。私達に糧 とな った ものを、地元

鳥取 に伝えてい <に は どう した らいいだろう ?県 外では講演会やシンポジウムが盛んですが、

出掛けて い くのは容易ではあ りません。良質の講師を鳥取にお招き出来れば という私達の願

いに、出崎恵子氏に 31続き出□先生が応えて下 さいま した。快 く31き受けて下 さった超多忙

のお二人に、 ここに謹んで感謝 したい と思います。

会の謡演会事業は私達の アニ マル ・ア ドボケ ー トであ り、又、今日、講演会にお集まり戴

いた皆様 と共に、私達の
一人一人が rァ ドボヶ _卜 た らん 」とする推進力に育ち、鳥取の人

と動物の関係がよ りよい方向に改善 されてい、<事 を願 って行な っています。身近な問題、日

頃の疑間を どう活か していけばいいのか、大きな員担を背員い込むのではな く、誰 もが出来

るち よっと した事、それをご
―結に考えていきたいと思います。         ′
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